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マスタープランとは

• 日本学術会議科学者委員会研究計画・研究資金検
討分科会分科会＊が「学術の大型研究計画に関す
るマスタープラン」としてまとめる提言。
(＊MP2020の時。MP2023は学術研究振興分科会？)

• 学術の大型施設計画・大規模研究計画をリスト
アップしたもの

• 3年ごとに更新

• 「提案者」となれるのは、研究・教育機関長また
は部局長等、学術会議会員・連携会員、学協会長
等に限られる

• 似たものに文部科学省の「ロードマップ」がある
が、(次ページ)
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日本学術会議物理学委員会
天文学・宇宙物理学分科会から

• 2月10日、天文学・宇宙物理学分科会、IAU分
科会のオブザーバー出席でMP2023作成の方
針と大まかなスケジュールを伺った。

• 2月中旬、光赤天連運営委員会でMP2023への
対応についての検討を始めた。

• 3月2日、天文学・宇宙物理学分科会による
MP2023向けオンライン説明会。LOI募集開始。
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日本学術会議物理学委員会
天文学・宇宙物理学分科会から

LOIが提出されたプロジェクトのうち、

•重点大型（3件以内、順位を付けて）

•「大型」「中型A」からマスタープランに掲載
するもの

を9月中に推薦するよう、光赤天連、高宇連、宇
電懇、太陽研連、CRC、理論懇に依頼をされた。

＃各コミュニティと関係の薄いプロジェクトや
＃中型Bもできれば評価してほしい、とも依頼
＃された。



（参考）マスタープラン2020での推薦

•総合評価 S（3件）：
• 30m光学赤外線望遠鏡計画TMT
• 次世代赤外線天文衛星SPICA
• 超広視野大型光学赤外線望遠鏡「すばる」の機能強
化(すばる2)による国際共同利用研究の推進

•総合評価 A（4件）：
• 東京大学アタカマ天文台
• 小型JASMINE(赤外線位置天文観測衛星)計画
• 近赤外広視野サーベイ宇宙望遠鏡WFIRSTへの日本
の参加

• ガンマ線バーストを用いた初期宇宙・極限時空探査
計画HiZ-GUNDAM

•赤字は重点大型計画として採択



今後の予定１

•これまでの評価プロセス(次に大内さんから説明)を
もとに、光赤天連シンポで今から議論。

• 9月10日(金)、推薦sub-WGで議論し、推薦順位と
推薦文確定へ。

• 9月15日(水)の光赤天連総会で推薦順位と推薦文を
決定。

•速やかに学術会議天文・宇宙分科会へ報告。



今後の予定２

• 2022年1月頃までで、分科会で、各コミュニティ
から上がってきた推薦をもとに、ヒアリング・
フィードバックも行なって、重点大型に推薦する
計画を順位付きで決定。また、マスタープランへ
の掲載の是非の確認と提案者の確認。

• 2022年3月頃、申請者(提案者)が学術会議に提案。

• 2023年1月頃、物理学分野評価小分科会→科学者
委員会の分科会でのヒアリングや審査を経て、
MP2023リリース。

• 2023年夏に、天文学・宇宙物理学分科会発行の将
来計画をまとめた(大型・中型A・中型B全て含む)
冊子のリリース。



将来計画検討専門委員会の設置

• 光赤天連には2030年代将来計画検討ワーキンググ
ループ(2030WG)がありましたが、今回のMP2023
への推薦の議論の中で、2030WGではスコープが合
わないので、将来計画を常に議論する委員会を常設
すべきであるということになりました。

• 役割としては、継続的な議論を通した光赤外線コ
ミュニティの将来計画像の構築です。

• 9月9日(木)18時が将来計画検討専門委員会と運営委
員会の推薦投票の締切です。是非とも真剣にご検討
いただき、ご投票をお願いします。詳細は
[gopira:01402] [gopira:01403]をご覧ください。

＃事務局の役割も重要です。積極的に引き受けて

＃いただけますと大変ありがたいです。


